
 

（様式３） 

 

女性農業者活躍促進計画 

 

 

 

実施主体名 

 

Farmer‘s まま 

 

取組 
女性農業者グループの活動支援 

構成員数 5 人（内女性人数 5 人） （令和３年５月時点） 

  

 

１ 事業実施方針 

ぶどうの産地である山梨県峡東地域も過疎化が進んできています。小学校も統廃合の動きが出て

いる中、嫁いできた女性の農業者でグループを作り協力し合い和気あいあい農業を実践していき

たい。私達の活動を見てもらい、自然と女性達に興味を抱いてもらいながら、私にも出来そうとい

う思いが生まれ今後の担い手となり活動してもうことが狙いです。地域活性化を目指し、ぶどうの

産地を守り、明るい農村づくり！！農家は楽しいを実践し、改革しながら女性の力で永続的な農業

のシステムを作り次世代に繋げる手助けを行っていきたいと考えています。 

先ず、地域の女性農業従事者とのコミュニケーションを図るために農閑期においては、地域の公民

館を活用させて頂きミーティングを開催しています。農繁期は、ZOOM を活用し 2 週間に 1 度の

ミーティングを重ね、それぞれの農園が抱えている悩みなどを共有し、グループ内での協力体制を

整え、永続的に農業経営が継続できる仕組み作りをしていきます。 

また、各農園だけでは手が回らない、6 次産業化の取り組みを行っていきます。グループ内全員が

栽培している巨峰をメインに加工品を開発し、販路を拡大を目指しています。将来的には、拠点を

構え、加工施設として活用しながら、更に地域の皆様が集える場作りをしていきたいと考えていま

す。その目標を達成するために、先進女性農業者や先進加工施設などを見学させて頂き、取り組み

の参考にさせて頂く機会を積極的に設けていきます。 

更には、SNS の環境整備を実施し、活動報告を行っていくことで私たちの活動を知っていただき、

新規女性農業従事者の確保に取り組んでいきます。 

（注）具体的に記載してください。 

 

２ 女性農業者活躍に向けた実施体制 

現在 5 名の結婚を機に農業に従事した女性農業従事者と６次産業化に向けた加工品の施策に取り

組んでいます。5 名ともに子育て世代でもあり、農業、子育て、本事業の取り組みが負担なく遂行

出来る仕組みづくりの一環として、ZOOM を利用し２週間に１度のミーティングを重ねています。 

今現在は、団体の加工施設はないので、公民館などを利用させて頂いています。 

県の農業技術課との連携を図りながら女性の活躍できる場作りをし、活動を知ってもらい興味を

持ってくれた方を受け入れ、女性農業者の活躍の場を広げていきたいと考えています。 

（注）応募団体での受入体制や関係機関との連携状況等を具体的に記載してください。 

   第４の（１）の事業の応募者については、協議会等に属する構成員について５名以上の農業者

（女性１名以上を含む）の氏名を記載してください。 
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３ 女性農業者活躍のため実施している取組及び今後の取組 

（１）女性の就農希望者、新規就農者の呼び込みに向けた取組 

内容 成果/目標 備 考  

 

 

 

実施中の取り組み  

SNS による情報発信 

今後の取り組み  

１）新規女性農業者の確保 

２）新規女性農業者と共に農業研修 

 

月 2 回（活動時の様子） 

 

女性 2 名（目標） 

年間 2 回（目標） 

 

2020 年度 

 

 

（注）「内容」欄には具体的な取組内容等を記載し、必要に応じ、計画の詳細等を記載した資料を添

付してください。 

 

（２）女性の新規就農者の農業や地域への定着に向けた取組 

内容 成果/目標 備 考  

 

 

 

実施中の取り組み  

１）ZOOM を使用した情報交換会 

２）農閑期に経営についての勉強会の開催 

 

今後の取り組み 

１）ZOOM を利用した情報交換会の継続 

２）農閑期はリアルミーティングの開催 

３）地域の会合への積極的な参加 

 

2 週間に 1 回開催 

2 ヶ月に 1 回 

 

 

2 週間に 1 回開催 

月に 1 回開催 

会合開催時に参加 

 

2020 年度 

2020 年度 

2 月、4 月に開催 

 

 

2021年度 7月よ

り参加 

（注）「内容」欄には具体的な取組内容等を記載し、必要に応じ、計画の詳細等を記載した資料を添

付してください。 

 

（３）女性農業者の活躍に向けた取組 

内容 成果/目標 備 考  

 

 

 

実施中の取り組み 

１）女性の活動しやすい環境づくりを構築 

 

２）それぞれの園にて栽培している果樹を利用し

た加工品の開発品目の検討 

今後の取り組み 

1)加工品 3 品目の商品開発 

 

2）加工品販売先の確保 

3）マルシェに参加 

 

 

メンバーの働きやすい環

境にする 

3品目の加工品目を検討中 

 

 

販売可能な加工品を 3 品

目完成させる（目標） 

販売先を 2 ヶ所確保（目

標） 

マルシェに 2 回参加（目

 

2020 年度 

 

2020 年度 

 

 

2021 年度中 

 

2021 年度 

 

2021 年度 
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4）先進先輩女性農業従事者の方々との意見交換

会 

標） 

メンバーの働きやすい環

境にする 

 

 

 

 

（注）農業委員等に選出された等、地域での活躍状況等を「内容」欄に具体的に、取組内容等を含め

記載し、必要に応じ、計画の詳細等を記載した資料を添付してください。 

 

４ 女性の活躍推進対策事業を活用した取組の計画内容 

（１）地域の女性ネットワークづくり、女性グループ活動 

 【計画内容】 

時期 内容（対象者・方法等） 備 考  

 

 

 

2021 年 5 月 

2021 年 7 月～ 

2021 年 10 月～ 

 

 

 

2021 年 11 月～ 

 

 

2021 年 12 月～ 

2022 年１月～ 

 

2022 年 1 月～3 月 

 

 

 

 

 

2022 年 1 月～3 月 

 

2022 年 1 月～3 月 

＊ZOOM ミーティングを週２回継続開催 

＊地域の会合へ参加（代表） 

＊決定済み加工品 3 品目（ジャム、フレーバーティ、

乾燥フルーツ）の試作開発を会員 5 名と共に開始。

年内中に 2 品目を販売開始。年明け 1 品目の販売を

開始。 

＊SNS の構築を図り、情報発信を開始 

＊グループロゴマーク、加工品のラベル作成、活動

を紹介するパンフレットの作成を開始する。（会員） 

＊加工品の委託販売先を確保のために動く 

＊リアルミーティング月 1 回開催 

新規女性農業従事者もお誘いする。 

＊会員 5 名と共に 6 次産業化成功事例先へ（加工施

設又は直売所、農カフェなど）視察研修 

視察先：第 1 回目農カフェそらべじ 

第 2 回目農カフェ ZENCHO 

目的：農家業と加工業、カフェ業の両立方法 

これまでの経緯などを伺うため 

＊会員 5 名と共に女性も活躍できる商品開発、経営

体制作り、情報発信についての勉強会の開催 

＊マルシェの参加し加工品を販売する（会員） 

 

 

 

 

（注） 「内容」欄には支援内容、対象者、実施方法等を具体的に記載し、必要に応じ、 

計画の詳細等を記載した資料を添付してください。 

 

 

（２）働きやすい環境整備への支援 

 【計画内容】 
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時期 内容（対象者・方法等） 備 考  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 「内容」欄には支援内容、対象者、実施方法等を具体的に記載し、第４の（２）の事業の応募

者は、確保する施設等について５名以上の女性の利用者がいることがわかるよう記載し、必要に

応じ、計画の詳細等を記載した資料を添付してください。 

 

５ 女性農業者確保の目標 

事業実施年度翌年度までの 

女性農業者の新規確保人数 
           2 人 

（新規確保女性農業者の内訳） 

自営農業就業者 2  人、雇用就農者    人、アルバイト・ボランティア等   人 

  （注）必要に応じ、計画の詳細等を記載した資料を添付してください。 

   女性農業者は、新規参入者、自営農業就農者(結婚を機に就農された方含む)、雇用就農者、アル

バイト、ボランティア等の農業関連事業を含む年間 30日以上従事の女性とします。 

農業関連事業とは、農産物製造・加工、農畜産物の貯蔵、運搬、販売、農業生産資材の製造、 

農作業の受託、都市住民等の農作業体験施設の設置・運営や民宿業を含みます。 
 


